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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 
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第３０号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □北総研調査研究発表会（旭川）の開催について 

 □東京セミナー・シンポジウム 

  『住まいの「長期優良・省ＣＯ２化」を考える。』の開催について 

 □２０１２木製サッシフォーラムを開催について 

 □２０１１年度自然災害シンポジウムの開催について 

 

■研究紹介 

 

■依頼試験・設備使用・性能評価のお知らせ 

 

■最近の国内の動き 

 □性能評価・表示協会成果報告会が開催されます。 

 

■最近の研究所の動き 



 □建築・住宅セミナーを開催しました 

 □住居領域研修会を開催しました 

 □振興局等での構造研修会がスタートしました 

 □１月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 
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■【北総研調査研究発表会（旭川）の開催について】 

 

 開催日：平成２４年５月１７日（木） 

 会 場：大雪クリスタルホール（旭川市神楽３条７丁目） 

 

毎年、旭川市内で春に開催している前年度終了課題の調査研究発表会について 

開催日と会場が上記のとおり決まりましたのでお知らせします。 

開催内容等、詳細については改めてご案内します。 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

■【東京セミナー・シンポジウム 

 『住まいの「長期優良・省ＣＯ２化」を考える。』の開催について】 

 

 日 時：平成２４年３月２３日（金）１０：３０～１６：３０ 

 会 場：すまい・るホール（東京・住宅金融支援機構本店） 

 主 催：北海道、道総研北方建築総合研究所 

     独立行政法人住宅金融支援機構北海道支店 

     社団法人北海道建築技術協会 

     北方型住宅ＥＣＯ推進協議会 

     北海道Ｒ住宅事業者ネットワーク 

 共 催：国土交通省 

 

国土交通省が公募した平成２３年度補助事業「長期優良住宅先導事業」「住宅 

・建築物省ＣＯ２先導事業」に北海道や事業者等が共同提案したプロジェクト 

（北方型住宅ＥＣＯ、北海道Ｒ住宅、北方型外断熱改修）が採択されるなど、 

道内ではこれからの北海道にふさわしい住まいづくりに取り組んでいます。 

このシンポジウムでは、北海道の住まいづくりについて事例を交えながらご紹 

介するとともに、技術的課題や今後の施策展開などをテーマにセミナー・シン 

ポジウムを開催します。 



 

（企画課 伊藤） 

 

 

■【２０１２木製サッシフォーラムを開催について】 

 

 日  時：平成２４年２月１０日（金）１３：００～１６：３０ 

 場  所：大雪クリスタルホール国際会議場（旭川市神楽３条７丁目） 

 

道総研森林研究本部林産試験場、北海道木製窓協会と共催で２０１２木製サッ 

シフォーラムを開催します。 

今回のテーマは「まど・空間・そとをつなぐ」です。 

戸外と室内をつなぐ窓や空間の機能、そこへの木材利用などについて建築に携 

わる様々な立場の方からの提言とともに、参加された皆様と一緒に意見交換を 

行います。 

参加申し込みについては締め切りを過ぎておりますが、まだ席に余裕がありま 

すので、ホームページ上にアップロードしている次の案内を参考に申し込み願 

います。 

http://www.nrb.hro.or.jp/pdf/120210mokusei.pdf 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

■【２０１１年度自然災害シンポジウムの開催について】 

 

 日 時：２０１２年２月２３日（木） １３：００～１７：００ 

 会 場：北海道大学学術交流会館大講堂 

 主 催：自然災害協議会北海道地区部会 

 共 催：北海道大学大学院理学研究院地震火山研究観測センター、 

     地方独立行政法人北海道立総合研究機構 

 対 象：防災担当者、専門家、一般 

 講 師：北海道大学平川一臣教授ほか５名 

 

東日本大震災を契機に、巨大津波に対する関心が高まっています。 

このため、防災担当者、専門家、一般の皆様を対象に津波痕跡調査や津波伝承 

に関する研究者の講演をとおして、北海道の古津波を巡る研究の現状を紹介し 

ます。 

詳しくは下記のホームページを参照してください。 

http://www.sci.hokudai.ac.jp/isv/center/seminer/symposium/2011-2/2011-1.html 

 

（性能評価課 南） 
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環境科学部環境グループは、桂主幹以下５名で構成されています。今年度は、 

戦略研究「新たな住まいと森林資源循環による持続可能な地域の形成」の一部 

を担当しているほか、主担当として、重点研究１課題、経常研究２課題、一般 

共同研究８課題、公募型研究８課題、道受託研究１課題に取り組んでいます。 

このほか、他グループが主担当の課題にも参加しているので、かなりのハード 

ワークとなっています。 

 

環境グループでは、光環境やそれを制御する高性能・多機能窓、太陽熱利用シ 

ステム、太陽光発電に関する研究、断熱やヒートポンプなどに関する研究など、 

住宅あるいは建築全体の環境向上・省エネルギー・環境負荷低減にかかわる研 

究を多く実施していますが、これらに加え、道産資源を用いた新たな製品開発 

や、防火性能、鶏舎や自動車の環境と省エネルギーなど、建築環境や建築設備 

以外の分野にも研究領域は拡大してきています。 

 

これらの研究成果を踏まえ、より総合的な環境評価にかかわる研究や新たなエ 

ネルギーシステム、地域レベルのエネルギー管理・環境負荷低減などの研究へ 

と、今後、発展していくものと考えられます。 

 

（環境Ｇ 月舘） 
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北総研で行っている、依頼試験・設備使用・性能評価の各業務について、ホー 

ムページに掲載しておりますが、改めてお知らせします。 

 

○依頼試験 

材料開発や技術開発の支援のため、建築関連企業などからの依頼により、建築 

物またはまちづくりに関する試験・調査、指導を行っています。 

 

 ・強度または耐久に関する試験 

 ・耐火または防火に関する試験 

 ・熱、湿気または空気質に関する試験 

 ・動風圧に関する試験 

 ・音響に関する試験 



 ・建築物またはまちづくりに関する試験 

 ・建築物またはまちづくりに関する調査又は指導 

 

＊詳細の可能試験、試験までの流れ、料金、申込用紙等については、下記から 

 ご覧下さい。 

 http://www.nrb.hro.or.jp/operate/irai_siken.html 

 

○設備使用 

材料開発や技術開発の支援のため、建築関連企業などの皆さまに各実験室、機 

械器具を利用いただくことができます。 

 

 ・室内環境シミュレータ室 

 ・外部環境シミュレータ室 

 ・防音実験室 

 ・風洞装置等 

 

＊詳細の設備、設備利用までの流れ、料金、申込用紙等については、下記から 

 ご覧下さい。 

 http://www.nrb.hro.or.jp/operate/setubi_siyou.html 

 

○性能評価 

建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令第５９条第１号、第２号、 

第８号の３に掲げる区分について業務を行っています。業務区域は日本全域で 

す。 

 

 ・第５９条第１号 防耐火構造及び防火設備の耐火性能(壁、防火戸等) 

 ・第２号     防火材料の不燃性能 

 ・第８号の３   ホルムアルデヒド発散建築材料の性能 

          （ＪＩＳ、ＪＡＳ認定のない材料） 

 

＊詳細の性能評価、評価までの流れ、料金等については、下記からご覧下さい。 

 http://www.nrb.hro.or.jp/operate/seinouhyoukagyomu.html 

 

 

なお、依頼される内容や、機器の稼働状況により研究等との調整が必要となる 

場合がございますので、日程等につきましてはお問い合わせの上、ご相談くだ 

さるようお願いいたします。 

 

 連絡先：性能評価課 性能評価グループ 

 電 話：０１６６－６６－４２４０ 
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■性能評価・表示協会成果報告会が開催されます。 

 

国土交通省補助事業として行われている「住宅の外装部の長寿命化及び維持保 

全技術の評価方法に関する研究」（実施機関：一般社団法人 住宅性能評価・ 

表示協会）の取りまとめに向け、意見聴取のための成果報告会が３月２３日 

（金）に東京都内で開催されます。 

この報告会では、住宅外壁に関する設計・施工上の課題、長期使用における要 

求性能、窯業系サイディングの長期耐久性試験、維持保全・ＬＣＣなど、住宅 

外壁の長寿命化に向けた最新情報が盛り込まれる予定です。詳細は、３月号で 

お知らせします。 

 

（構法材料Ｇ 吉野） 
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■【建築・住宅セミナーを開催しました】 

２月２日（木）にＫＫＲホテル札幌において、建築・住宅セミナーを開催しま 

した。今回のセミナーは「よくわかる建物の屋根雪対策－屋根雪事故を防ぐた 

めに－」と題し、北海道の建物における雪による事故の現状や屋根雪事故を防 

ぐためのポイントなどを解りやすく解説しました。 

今冬は、積雪量の多く消費者の関心が高いことなどもあり、たくさんの方々に 

来場していただきました。 

雪による事故が無くなるよう、今後とも普及啓発に努めていきたいと思います。。 

 

（企画課 神田） 

 

 

■【住居領域学習研修会を開催しました】 

 

１月１０日（火）に道民活動センターかでる２・７（札幌市）において、第１ 

６回住居領域学習研修会を開催しました。道内の小学校から高校で 家庭科を 

担当する先生２６名がご参加くださいました。「住居領域学習の重要性」や 

「『住まいと健康』のスライド教材の紹介」ののち、伊達市立伊達小学校秋山 

先生より授業実践報告として、実際に参加者の先生方が課題に取り組む参加型 

の報告がありました。実施後のアンケートでは「住宅内での死亡者数がこんな 



に多いことを知らなかった。」や「住居領域は苦手分野だったが今後取り入れ 

て いきたい」という声がありました。 

 

（居住科学Ｇ 馬場） 

 

 

■【振興局等での構造研修会がスタートしました】 

 

構造計算適合性判定センターでは、建築確認における構造審査を円滑に進める 

ために、「建築確認申請における構造審査等支援のための調査」を実施してい 

ますが、その一環として各振興局や市の建築主事、構造審査担当者の方々に直 

接お会いし、構造研修会を行っています。平成２０年度から毎年この時期に行 

っており、今年は日高、渡島（函館市を含む）空知、胆振（室蘭市、苫小牧市 

を含む）で既に開催し、３月下旬まで順次全道を回ります。 

 

この研修会に向けて、最近の審査状況、設計者が間違えやすい事項や法令解釈、 

構造計算書や構造図の審査の「勘どころ」などをテキストにまとめ、日頃あま 

り見る機会のない構造計算プログラムを動かしながら、出力された構造計算書 

のチェックポイントなどを確認し、審査技術の維持向上や判定担当者と構造審 

査者の審査技術情報の共有に努めています。 

また、この研修会と同時に意見交換を行い、審査上の疑問や地域ごとの課題、 

意見を把握し、さらに整理分析して発信情報の参考とされます。 

 

このような調査研究や情報交流により、判定担当者も構造審査を担当する方々 

とともに常に審査技術の向上をめざし、厳正適確で一貫性のある審査を迅速に 

進めるよう努めています。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 
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■【１月の業務報告】 

 

平成２４年１月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験 １１件（累計１１１件） 

設備使用  ５件（累計 ２６件） 

性能評価  ０件（累計  ８件） 

 

 



□施設見学（担当：企画課） 

件数    ８件（累計 ６３件） 

人数   ３１名（累計９７４名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   ２５件（累計１８１件） 

 

※累計は、平成２３年４月～平成２４年１月の累計を表示しています。 
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■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□１月の判定業務 

受付   ２１件（２６棟） 

結果通知 ２０件（２２棟） 

  

１月の判定依頼は、工場４件、共同住宅３件、倉庫３件、集会場２件等でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は２７．５日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は５．５日でした。 

 

平成１９年６月に始まった構造計算適合性判定も５年目となり、１月には通算 

受付件数２０００件を数えましたが、本年度は東日本大震災の影響からか依頼 

件数の減尐が見られます。 

この時期の私たちは、分担して全道の建築主事や構造審査担当の方々にお会い 

し、構造審査技術の維持向上と審査上の課題把握を目的に研修会を実施してい 

ます。私たちにとっても審査技術の維持向上は大切で、技術基準の講習会等を 

受講したり、昨年は（財）日本建築総合試験所での１ヶ月の研修などを行い、 

設計者の方々と設計に関する議論が適確に行えるよう新しい知識技術の習得を 

怠らないようにしています。 

そろそろ依頼件数が増えてくる時期ですが、迅速で適確な判定に努めますので、 

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

 



【編集後記】  

 

今年度も残すところ２ヶ月を切りました。この時期、本号でご紹介した当所主 

催のセミナー等の開催を予定しております。企業や行政機関では、年度目標の 

達成に向け大変お忙しい時期と思いますが、多数の皆様のご参加をお待ちして 

おります。 

また、当所の研究発表会の日程も決まりましたので、併せてご案内させていた 

だきました。詳細は改めてご案内いたしますのでよろしくお願いします。 

 

（企画課 古屋） 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


